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9月23日に行われた横瀬小運動会  

10繁急ヲ・〈り
強調月岡

医療の進歩や食生活の向上などにより，平

均寿命は延び，青少年の体格もよくなってき

ました。半面，交通機関の発達などで， 日常

生活において体を動かす機会は減少しています。ふだんからスポーツ

をするなど，意識的に努力をしなければ運動不足になり，ひいては成

人病などにかかりやすくなります。 

10月は r体力づくり強調月間」です。運動不足を解消し， また心の

健康を増進するためにも 体を動かしてみませんか。

'90第244号 

10月号

町民のうごき

世帯数  1，987 人口 男 3，722 女 3，947 計 7，669(平成 2年 8月31日現在) 

出生男  4女 1計 5・死t 男 1女 5計 6・転入 男  1女 5計 6・転出 男 9女 7計16(平成 2年 8月中)

広報かつうら 10月号  =244・平成 2年 10月 1日発行 編集と発行勝浦町総務課 でんわ (08854) 2 -251H代j 

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
10月は体力づくり強調月間

MUS04
テキストボックス
町民のうごき



掛
谷
坪
井
晴
之
(
八
十
三
歳
)

タ
ケ
ノ
(
八
十
歳
)

山
西

青
木
春
美
(
八
十
歳
)

タ
ケ
ノ
(
八
十
一
歳
)

星
谷
勝
谷
信
忠
(
八
十
五
歳
)

四
女
ノ
(
八
十
歳
)

横
瀬
岡
本
信
義
(
八
十
七
歳
)

ア
サ
ヱ
(
八
十
歳
)

横
瀬
小
倉
久
雄
(
八
十
五
歳
)

ハ
マ
子
(
八
十
歳
)

横
瀬
村
上
源
蔵
(
八
十
五
歳
)

ト
キ
ノ
(
八
十
歳
)

与
川
内
勢
回
明

一(
八
十
四
歳
)

ス
L
ヱ
(
八
十
歳
)

-
米
寿
 
(八
十
八
歳
)
到
達
者

中
角
豊
田
要
助
ほ
か
日
名

-
喜
寿
(
七
十
七
歳
)
到
達
者

久
国
高
岡
サ
ダ
コ
ほ
か
印
名

※
米
寿
、
喜
寿
の
方
々
に
は
そ
れ

ぞ
れ
銀
盃

・
木
盃
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
紙
面
の
関
係
で
お
名
前
の
列

記
は
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

横
瀬
小
学
校
中
野
智
子
(
六
年
)

「
敬
老
の
日
と
私
た
ち
」

d

『
笑
福
亭
福
笑
さ
ん
の
上
方
落
語

慶
祝
行
事
の
一
環
と
�
 
L
て
九
月

十
三
日
九
十
歳
以
上
の
方
の
お
宅

を
町
長
、
町
議
会
議
長
が
訪
問
し
、

長
寿
者
に
対
し
記
念
品
を
お
贈
り

し
、
祝
福
し
ま
し
た
。

九
月
二
十
二
日
、
独
居
老
人
社

会
見
学
が
行
わ
れ
、
四
十
名
が
参

阿
波
サ
ン
ラ
イ
ン
、
モ
ラ
ス
コ

ま
し
た
σ

九
月
コ
百
、
福
理
会
(
散
髪
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
、
橋
本
茂
幸
さ
ん
外

三
名
)
の
方
が
敬
老
の
日
に
ち
な

み
、
ね
た
き
り
老
人
の
方
十
五
名

の
散
髪
奉
仕
を
行
い
ま
し
た
。

平成� 2年� 10月� 1日 (2) 

九
月
十
五
日
(
敬
老
の
日
)
、
町

で
は
、
現
在
の
勝
浦
町
を
雫
き
上

げ
て
こ
ら
れ
た
お
年
生

永
年
の
ご
苦
労
に
感

花
岡
フ
サ
ヱ

(
中
角
老
人
ク
ラ
ブ

-
八
十
歳
到
達
夫
婦
祝
い
状

石
原
大
西
義
信
(
八
十
五
歳
)

喜
代
子
(
八
十

歳
)

敬
老
作
文
の
朗
読

勝
浦
中
学
校
大
岡
昌
俊
(
三
年

「
僕
の
祖
母
」
�
 (以

上
敬
称
略
)
�
 
4
M

H
H
H
RV

牟
岐
(
貝
博
物
館
)
、
鯖
大
師
等
を

見
学
し
、
水
床
荘
で
親
睦
を
深
め

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
思いやりの心にあふれすべての町民が安心して暮らせる町づくりを目指して



平成 2年 10月 1日 ヌう込 'コ ら 第 244号司つ(3) 

(国体に参加してつ
a力ヌー(ス ラローム・力ヤッ?シングル)でがんばる河野啓司さん

一¥

戸¥ 

l

『
今
年
九
月
、
福
岡
県
で
開
催
さ

れ
た
夏
季

「
と
ぴ
う
め
国
体
」
に

カ
ヌ
ー
の
県
代
表
と
し
て
参
加
さ

れ
た
中
角
の
河
野
啓
司
さ
ん
か
ら

国
体
の
思
い
出
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
の
で
紹
介
し
ま
す
。
』

私
は
カ
ヌ 

会
」
始
め
て
、
五
年

目
に
な
り
ま
す
。
始
め
た
き
っ
か

け
は
、
テ
レ
ビ
で
親
子
が
川
下
り

を
し
て
い
る
番
組
を
見
て
、
こ
ん

な
楽
し
み
方
か
あ
る
の
か
と
、
ぜ

ひ
と
も
や
っ
て
み
た
い
と
思
っ
た

わ
け
で
す
。

初
め
は
一
人
で
川
下
り
弁
}
楽
し

ん
で
い
た
の
で
す
が
、
半
年
く
ら

い
し
て
競
技
を
や
っ
て
い
る
香
川

の
人
と
知
り
合
い
、
色
々
と
テ
ク

ニ
ッ
ク
を
教
え
て
も
ら
い
、
高
知

や
香
川
の
人
達
と
合
同
練
習
し
た

り
、
徳
島
の
仲
間
と
競
技
に
参
加

し
た
り
と
毎
週
カ
ヌ
ー
に
乗
っ
て

い
ま
す
。

期
間
中
は
と
て
も
重
荷
に
な
る
も

の
で
す
。
勝
つ
と
い
う
気
持
ち
は

い
つ
も
つ
い
て
回
る
も
の
で
す
が
、

後
悔
し
な
い
試
合
を
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
し
た
。

今
回
会
場
と
な
っ
た
福
岡
県
浮

羽
郡
浮
羽
町
は
、
筑
後
川
に
接
す

る
所
で
筑
後
川
温
泉
が
あ
り
、
そ

こ
の
ホ
テ
ル
、
旅
館
な
ど
八
カ
所

で
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
徳
島

県
は
「
つ
る
ぎ
荘
」
と
い
う
宿
舎

で
、
新
築
一
年
目
と
い
う
こ
と
で

部
屋
も
と
て
も
き
れ
い
で
気
持
ち

良
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
会
場
ま
で
歩
い
て
十
分
と

近
い
所
に
あ
り
、
練
習
に
行
く
に

し
て
も
条
件
的
に
良
い
所
に
宿
舎

が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
練
習
が

終
わ
れ
ば
い
つ
帰
っ
て
来
て
も
風

呂
に
入
っ
て
く
つ
ろ
げ
る
と
い
う

こ
と
で
は
、
温
泉
と
い
う
の
は
い

い
も
の
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

こ
の
浮
羽
町
は
「
フ
ル
ー
ツ
と

湯
け
む
り
と
民
陶
の
さ
と
」
と
銘

打
っ
て
選
手
、
役
員
を
迎
え
て
く

れ
ま
し
た
。
筑
後
川
温
泉
宇
寵
の

前
夜
祭
が
行
わ
れ
、
色
々
な
料
理

が
出
さ
れ
、
フ
ル
ー
ツ
の
里
な
ら

で
は
の
果
物
(
梨
、
柿
、
り
ん
ご
)
、

陶
器
、
め
ん
類
な
ど
が
当
た
る
抽

選
会
な
ど
も
あ
り
、
と
て
私
盛
り

上
が
っ
た
も
の
で
す
。
ま
た
、
鵜

飼
な
ど
見
せ
て
も
ら
い
な
が
ら
花

火
が
上
が
る
と
い
っ
た
歓
迎
ぷ
り

で
し
た
。
開
会
式
で
は
、
小
・
中
・

学
生
、
婦
人
会
な
ど
の
集
団
演
技

で
盛
り
上
が
り
を
見
せ
、
国
体
に

参
ノ
加
し
て
味
わ
え
る
体
験
を
さ
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
。

第
四
八
回
国
体
ラ
イ
フ
ル
射
撃


競
技
が
勝
浦
町
で
開
催
さ
れ
ま
す


が
、
選
手
、
役
員
の
方
に
勝
浦
町

・


で
競
技
が
で
き
て
良
か
っ
た
と
い


う
思
い
出
を
残
し
て
あ
げ
る
こ
と


が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
宿
泊
は


民
泊
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
民

・


泊
も
良
い
も
の
で
す
。
私
も
以
前
、

山


京
都
の
日
本
選
手
権
に
参
ノ
加
し
た


時
は
民
泊
で
し
た
。
家
族
の
人
達
・


と
交
流
も
で
き
、
選
手
も
リ
ラ
ッ


M

ク
ス
で
き
る
も
の
で
す
。
あ
ま
り


気
遣
い
過
ぎ
る
の
も
良
く
な
い
と
・


思
い
ま
す
。


私
も
今
回
は
、
ほ
ん
と
に
良
い

経
験
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
と
思
つ

て
い
ま
す
。
来
年
も
が
ん 

り
た
・

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

競
技
を
や
っ
て
い
る
と
、
や
は

東
四
国
国
体

あ
な
た
も
参
加
で
き
る

デ
モ
ス
ボ
行
事

『
ジ
ョ
ギ
ン
グ
』

ジ
ョ
ギ
ン
グ
っ
て
聞
い
た
こ
と

山
町
で
実
施
さ
れ
ま
す
。
あ
な
た

が
あ
り
ま
す
か
。
歩
く
だ
け
で
は

も
練
習
し
て
参
加
し
て
み
ま
せ
ん

も
の
足
り
な
い
。
走
る
の
は
ち
ょ

か
。
町
内
に
も
愛
好
家
が
多
く
、

っ
と
き
つ
い
。
そ
う
い
う
方
の
た

次
の
と
お
り
練
習
し
て
い
ま
す
の

め
に
、
ゆ
っ
く
り
と
楽
な
速
さ
と

で
、
初
め
て
の
方
で
も
お
気
軽
に

呼
吸
で
叩

1
印
分
程
度
歩
い
た
り

ご
参
加
下
さ
い
。 

走
っ
た
り
す
る
運
動
の
こ
と
を
一

ナ
イ
タ
ー
マ
ラ
ソ
ン
日
程

般
的
に
ジ
ョ
ギ
ン
グ
と
い
い
ま
す
。

こ
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
は
、 

か
ら

毎
週
火
曜
日

二
十
八
年
ほ
ど
前
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー

午
後

7
時
加
分
か
ら

ラ
ン
ド
で
、
地
形
や
自
然
を
利
用

場
所
勝
浦
中
ム
子
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

し
た
ラ
ン
ニ
ン
グ
か
ら
生
ま
れ
た

備
考
運
舗
の
で
き
る
服
装
で
参

も
の
で
す
。

加
下
さ
い
。

日
本
で
は
、
古
く
か
ら
陸
上
競


技
と
し
て
マ
ラ
ソ
ン
や
駅
伝
が
普

福
岡
「
と
び
う
め
国
体
」
出
場


及
し
て
い
ま
し
た
が
、
ジ
ョ
ギ
ン


が
ん
ば
れ
郷
土
選
手

ク
が
ブ 

ム
に
な
っ
た
の
は
、
昭
和


五
十
四
年
ア
メ
リ
カ
の
カ 

タ

|


今
月
、
福
岡
県
で
第
四
五
回
国


大
統
領
が
訪
日
の
際
、
宿
舎
近
く


体
秋
霊
夫
会
が
行
わ
れ
ま
す
。


で
ジ
ョ
ギ
ン
グ
し
て
い
る
宝
真
が


こ
の
大
会
に
、
生
名
の
谷
上
智


新
聞
・
テ
レ
ビ
な
ど
で
大
き
く
報


也
君
(
徳
島
商
高
二
年
)
が
、
バ

道
さ
れ
た
の
が
き
っ
か
け
と
さ
れ

レ
ー
ボ
ー
ル
少
年
男
子
に
出
場
さ

E
て
い
ま
す
。

れ
ま
す
。
郷
土
の
代
表
と
し
て
、

東
四
国
国
体
で
、
こ
の
ジ
ョ
ギ

l

ご
活
躍
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

ン
グ
は
デ
モ
ス
ポ
行
事
と
し
て
神

l A
7

日

-R
E

時

り
国
体
に
一
度
は
行
っ
て
み
た
い

も
の
で
す
。
カ
ヌ 

人
口
が
少
な

l

い
と
は
い
え
、
ス
ラ
ロ 

ム
競
技

l

に
は
、
四
国
か
ら
二
人
し
か
出
場

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
す
が
、

今
回
初
め
て
国
体
に
参
加
す
る
こ

と
が
で
き
、
今
ま
で
練
習
し
て
き
て

と
て
も
良
か

っ
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。
で
も
、
県
の
代
表
で
あ
り
、
四

国
の
代
表
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ



第244号 カミ Jコ つ� ら 平成� 2年� 10月1日 (4) 

<体育@目>窃§ωaミ示。すお@
ー・・スポーツの秋です。清流勝浦川を眼下に， あなたも快い汗を流してみませんかーー

平成� 2年10月10日(体育の日) 午前� 9時30分集合

勝浦町役場

町内外を問わず， 健康で下記コースを歩ける人

無料

当日の受付もできますが，混雑をさけるため，10人以上の同体の方は司
L 
K 

111し込み下

できるだ� 

、。Lさ� 

け事前に申し込み下さい。

・申込先…勝浦町久間 勝浦町役場産業課� (fi 2 -2 5 1 1 ) 


・住所 ・氏名・年齢(学年)・電話番号を明記のうえノ、ヵ、キ又は電話で

A秋葉山公園から逆謂ダムを望む

コース概要〉� 

-お弁当・お茶・雨具等は各自でご持参下さし、0

・ハイキンクに適した服装でおこし下さし、。

・小さいお子さんは保護者が同伴して下さ� L、� 
0

・雨天の場合は中止します。

(注意事頂〉� 

2.6km 

八
月
二
十
六
日
、
び
っ
く
り
肝

試
し
大
会
が
小
学
生
以
下
の
児
童

を
対
象
に
、
横
瀬
鹿
背
山
神
社
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

前
回
の
び
っ
く
り
仮
装
大
会
に

次
ぐ
第
二
弾
の
こ
の
肝
試
し
大
会

は
、
昔
な
つ
か
し
の
子
供
会
行
事

を
復
活
さ
せ
、
現
代
の
子
供
達
に

楽
し
ん
で
も
ら
い
、
今
年
の
猛
暑

を
一
気
に
吹
き
飛
ば
そ
う
と
い
う

目
的
で
企
画
さ
れ
た
も
の
で
す
。

一晃
体
み
且
啄
後
の
イ
ベ
ン
ト
と
あ
っ

て
、
予
想
人
員
を
は
る
か
に
上
回

る
四
百
人
余
り
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。
『
小
さ
い
子
供
た
ち
の
中
に

は
泣
き
だ
す
子
も
あ
り
ま
し
た
が
、

「
大
変
お
も
し
ろ
か
っ
た
」
「
お
そ

ろ
し
か
っ
た
」
と
い
う
声
を
耳
に

し
、
来
年
に
向
け
て
の
励
み
に
も

な
り
ま
す
。
』
と
青
年
会
の
方
は
話

さ
れ
て
い
ま
し
た
。ι

F

勝
浦
町
青
年
会
第

2
弾

び
っ
く
り
肝
試
し
大
会

大
盛
会
�
 
H企あちらこちらで悲鳴が

聞こえていました

MUS04
スタンプ
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MUS04
テキストボックス
体育の日あるけあるけ大会



ザコカ込

，、 官

「

』
F

寄
贈
さ
れ
た
遺
作
絵
画
「
汐
路
」

つ ら 第244号

勝
浦
町
図
書
館
の
開
館
に
当
た

り
、
故
福
野
稔
氏
(
星
谷
)
の
遺

族
か
ら
、
遺
作
絵
画
「
汐
路
」
を

寄
贈
し
て
い
た
だ
き
、
本
館

一
階

ロ
ビ
ー
に
常
掲
し
ま
し
た
。

紙
上
を
お
借
り
し
て
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

図
書
の
寄
贈

た
く
さ
ん
グ

図
書
カ 
l
ド
は

図
書
館
受
付

で
作
成
し
、
お

渡
し
し
て
い
ま
す
。

ご
来
館
の
際

お
申
し
出
下
さ
い
。

記
子
大
辞
典
、
英
語
辞
書
、
百

科
辞
典
、
美
術
全
集
、
世
界
文
化

シ
リ
ー
ズ
、
自
然
科
学
写
真
集
、

宗
教
関
係
書
、
小
説
単
行
本
等
、

お
手
持
ち
の
貴
重
な
図
書
を
相
次

い
で
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
、
ど
う

も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

O

寄
贈
冊
数
一
四
九
八
冊

寄

贈

者

数

三 

名

え
ま
す
ι

資
料
の
出
展
に
つ
い
て

ご
協
力
下
さ
い
。
現
在
の
展
示
資

期
間高
十
月
三
日
(
水
)
か
ら

十
月
十
二
日
(
金
)
ま
で

た
だ
し
、
八
日
(
月
)
は

休
み
。

午
前
九
時
三
十
分
か
ら

午
後
五
時
三
十
分
ま
で

町
図
書
館
二
階
視
聴
覚
室

特
設
展
示
喝

書
写
、
図
工
、
美
術
、
技

家

・
工
+
五
梨
げ
品
、
標
本
、

会
場

出
品

夏
休
み
作
品
展
を
次
の
よ
う
に
聞

き
ま
す
。

お
さ
そ
い
合
わ
せ
ご
来
場
下
さ

夏
休
み

作
品
展
を
開
催
グ

十
月
下
旬
に
展
示
資
料
を
入
替

研
究
物
等
、
約
二
五 

点
O

マ マ  
29 1休お・ 14日
日日館た・上日曜

、日の・映 、こ 
31 8 し・内 21ど

日 R う竺 R議 
15 ア 28面
白 ニ 日 会
、 メ 

22 
日は

町
内
小
中
学
校
児
童
・
生
徒
の

料
を
ご
ら
ん
に
な
っ
て
い
な
い
方

は
、
早
目
に
ご
来
館
ご
観
覧
下
さ

l
v、、
。

テ

ー

マ

「
私
の
人
生
を
か
え
た

応

募

①
一
冊
」一

言
コ
メ
ン
ト
宰
盲

名
@
者
者
煮
ψ
発
ノ江
所
⑤

住
所
⑥
民
名
⑦
年
齢
を
葉

室
田
ま
た
は
葉
書
大
の
紙
に

書
い
て
お
送
り
下
さ
い
。

送
り
先
勝
滞
町
図
書
館

締

切

十

月

三
十
一
日
(
水
)

~\ 

『
声
の
勝
浦
広
報
』

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
自

の
不
自
由
な
方
等
に
ご
利
用
い

た
だ
く
た
め
、
本
年
八
月
か
ら
、

勝
浦
広
報
を
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ

・
に
録
音
し
、
貸
し
出
し
を
行
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
声
の
広
報
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
々
に
朗
読
を
お
願

い
し
、
勝
浦
広
報
を
読
む
こ
と

が
困
難
な
方
々
に
も
、
町
政
の

情
報
を
お
伝
え
す
る
た
め
、
実

施
し
て
い
る
も
の
で
す
。
ご
利

用
券
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
気

が
る
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

0
申
し
込
み
先

勝
浦
町
社
会
福
祉
協
議
会

(宮
二
|
一
一
五
一
一 

) 

貸
し
出
し
料

無
料

貸
し
出
し
期
間

五
日
間
程
度

O O

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
図書館便り毎週月曜日が休館日です



、~

と

第244号 カ込� ずつ つ ら 平成� 2年� 10月� 1日 (6) 

医
療
費
が
、
な
ぜ
ど
ん
ど
ん
増

え
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
原
因

と
お
も
わ
れ
る
も
の
を
あ
げ
て
み

ま
し
ょ
う
。
ひ
と
つ
は
、
制
度
の

改
正
に
よ
る
給
付
率
の
改
善
や
、

諸
物
価
の
高
騰
、
人
件
費
の
上
昇

に
よ
っ
て
生
じ
る
医
療
費
の
値
上

が
り
の
影
響
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
が
、
こ
れ
ら
は
あ
ら
か
じ
め
予

測
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
他
の
大
き
な
要

因
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と

が
医
療
費
増
に
大
き
く
影
響
し
て

い
る
と
考
え
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

。
高
齢
化
社
会
に
よ
る
も
の

病
気
に
な
り
が
ち
な
お
年
寄
り

の
医
療
費
が
大
き
く
影
響
し
て
い

ま
す
。

ま
す
。

@
成
人
病
患
者
の
増
加
に
よ
る

も
の

食
生
活
の
向
上
、
運
動
不
足
な

ど
で
現
代
人
の
病
気
に
高
血
圧
な

ど
の
慢
性
疾
患
が
増
え
て
い
ま
す
。

@
医
学
の
進
歩
に
よ
る
も
の

高
度
な
医
療
技
術
、
制
が
ん
剤

な
ど
高
価
な
薬
が
開
発
さ
れ
、

一

件
当
た
り
の
医
療
費
が
高
く
な
っ

て
き
て
ま
す
。

@
被
保
険
者
の
お
医
者
の
か
か

り
方
に
原
因
が
あ
る
も
の

病
院
を
転
々
と
し
た
り
、
ク
ス

リ
を
む
や
み
に
ほ
し
が
っ
た
り
、

お
医
者
さ
ん
の
指
示
か
寺
ら
な
い

た
め
に
病
気
が
進
行
し
て
し
ま
う

こ
と
が
、
医
療
費
を
増
や
し
て
い

健
康
の
基
本
を

も
う
一
度
確
認

み
な
さ
ん
は
、
健
康
の
基
本
に

三
つ
の
柱
が
あ
る
こ
と
を
ご
ぞ
ん

じ
で
す
か
。

そ
れ
は
、
よ
い
栄
養
、
適
度
の

運
動
、
そ
し
て
十
分
な
休
養
の
三

つ
で
す
。
こ
の
三
つ
の
条
件
が
う

ま
く
保
た
れ
て
は
じ
め
て
健
康
が

維
持
さ
れ
、
快
適
な
生
活
が
で
き

る
の
で
す
。

「
成
人
病
検
診
(
人
間
ド
ッ
ク
)
の

「
受
診
者
に
補
助
金
を
交
付

成
人
病
検
診
受
診
者
に
対
し
、

-
検
診
を
受
け
る
医
療
機
関

補
助
金
弁
}
交
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、

国
民
健
康
保
険
勝
浦
病
院

被
保
険
者
の
疾
病
予
防
意
識
の
高

揚
と
健
康
の
保
持
増
進
を
図
る
こ

-
検
診
を
受
け
る
日
時

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

平
成
三
年
一
月
十
日
か
ら
三

月
二
十
日
ま
で
の
聞
の
水

・

-
対
象
者

木
曜
日
の
午
前
九
時
か
ら
午

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険

後
一
時
頃
ご
ろ
ま
で

者
で
あ
り
、
年
齢
が
四
十
歳

以
上
六
十
九
歳
ま
で
と
し
ま

-
嘗
套
人
員

す
。
た
だ
し
、
老
人
保
健
法

二
十
人

(
申
し
込
み
順
と
い

に
よ
る
医
療
受
給
者
証
の
交

た
し
ま
す
。
)

付
を
受
け
ら
れ
て
い
る
人
は

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

-
申
し
込
み
の
方
法

印
鑑
を
ご
持
参
の
う
え
、
税

-
検
診
の
内
容

務
保
険
課
へ
申
し
込
み
下
さ

胃
透
視
・
腹
部
超
音
波
検


査

・
心
電
図

・
胸
部
レ
ン
ト


ゲ
ン

・
肝
機
能
検
査

・
腎
機

-
申
し
込
み
締
切
日


能
検
査

・
糖
尿
病
・
コ
レ
ス

平
成
二
年
十
二
月
二
十
日


テ
ロ
ー
ル

・
痛
風
・
貧
血

・

詳
し
く
は
税
務
保
険
課
国
保
係


甲
状
せ
ん
検
査

・
乳
が
ん
検

へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。


査
・
血
圧

・
検
尿

・
検
便

・


身
長
・
体
重

・
胸
囲

・
握
力


-
検
診
の
費
用
及
ひ
補
助
金
額


検
診
料
金

三一二
、
0
0
0円


補
助
金
額

一
五
、
0
0
0円


自
己
負
担

一八、� 
0
0
0円


l
v
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MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
国保と医療医療費はどうして増える
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医

療


る
こ
と
も
で
き
な
い
も
の
と
受
け

と
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
し
た
が
っ

て
、
「
医
療
費
に
も
っ
と
問
、
官
主

。


ザコヌう込

、っ
。

(7) 平成� 2年10月1日� 

に治 o
つ療、v
とよ
めり。


つ

10月は

「労働保険適用促進月間」です
( 

労働保険l手、職場のみなさんが安心して働

ける職場づくりと安定した事業経営上にも欠

かせない国が直接管掌する保険制度です。

労働保険とは、労災保険と雇用保険を総称

したものです。未手続となっている事業所は

労災保険に加入の手続きをして下さい。

詳しく除、

徳島県雇用保険課� (ft0886-2ト2360)

徳島労働基準局� (ft0886-52-9141) 

及び各公共職業安定所・各労働基準監督署に

お尋ね下さい。

日
肝
肝
糊 

職

員

採

用

試

験

L
P
M

自
分
に
あ
っ
た

運
動
を

健
康
増
進
の
た
め
の
運
動
は
、

生
活
の
な
か
で
習
慣
と
し
て
、
毎

日
楽
し
く
、
し
か
も
か
か
さ
ず
続

け
ら
れ
る
よ
う
な
も
の
で
な
け
れ

ば
効
果
が
あ
り
ま
せ
ん
。

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む


工
夫
あ
れ
こ
れ
・
.


①
歩
い
た
り
走

っ
た
り
し
た
場
合
、

そ
の
距
離
を
東
海
道
に
換
算
し
、

自
分
が
ど
こ
ま
で
た
ど
り
つ
い

医
療
費
と
い
う
も
の
は
、
節
約

し
よ
う
に
も
節
約
で
き
な
い
も
の
、

病
気
に
な
れ
ば
医
者
に
か
か
る
だ

け
と
、
み
'な
さ
ん
に
は
、
ど
う
す

よ予
う防

M
-

V 司5
 
の持医~・ R襲。 枕詞@直Ij工ち療電，
夫 、費

を健に
し康関
よ保心 きiif匝
う持を の者<カ

ぐず均� 

議 電Zb深I!:Y=よ~

、日

と
呼
び
か
け
て
も
、
も
う
ひ
と
つ

ピ
ン
と
こ
な
い
の
が
実
感
で
す
。

し
か
し
、
こ
れ
か
ら
は
違
い
ま

す
。
み
な
さ
ん
の
ち
ょ
っ
と
し
た

努
力
や
工
夫
で
、
医
療
費
は
節
約

で
き
る
の
で
す
。

要
領
よ
く
症
状

の
説
明
を
し
よ

、っ
。。

削

尚

ぽ


た
か
記
録
し
て
み
る
。

②
名
所
や
旧
跡
を
目
印
に
、
歩
い

た
り
走
っ
た
り
す
る
コ 

ス
を

l

い
ろ
い
ろ
変
え
て
み
る
。

③

一
つ
の
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
仲

聞
が
で
き
た
ら
、
旅
行
や
美
術

鑑
賞
な
ど
他
の
領
域
に
活
動
を

広
げ
て
楽
し
も
う
。

白
河
聞
の
交
遊
が
盛
ん
に
な
れ
ば
、

ス
ポ
ー
ツ
も
楽
し
く
な
り
長
続

き
す
る
。

命
伸
聞
で
目
標
を
決
め
、
目
標
達

成
者
に
は
記
念
品
を
お
く
る
。 

小
松
島
市
外
三
町
村
衛
生
組
合

(η

で
は
、
平
成
三
年
一
月
一
日
付
で

採
用
す
る
技
術
職
員
の
採
用
試
験

を
行
い
ま
す
。

採
用
人
員

二
名

受
験
資
格

昭
和
二
十
九
年
四
月
二
日
か
ら

昭
和
四
十
三
年
四
月
一
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
人
で
、
自
動
車
運

転
免
許
証
(普
通
第

一
種
以
上
)

す
る
場
合
は
、
宛
名
を
記
入
し

を
有
す
る
人
。

た
返
信
用
封
筒

申
し
込
み
期
間


平
成
二
年
十
月
九
日
例
か
ら


十
月
二
十
九
日
間
ま
で
。


試

験

日

第
二
次
試
験

家
庭
医
を
も
と
一
一
一
一
怯

/
ん
ぶ
ド 

月
十
八
日
制

第
一
次
試
験
合

格
者
に
別
途
通

知
し
ま
す
。

亀


試
験
会
場
小
松
島
中
学
校

申
込
用
紙
の
請
4

悲
π

小
松
島
市
外
三
町
村
衛
生
組
合

干 

小
松
島
市
立
江
町
字
大
田

m
浦
七
四
番
地
に
。
郵
便
で
請
求

付
)
を
同
封
し
て
下
さ
い
。

申
込
み
及
び
詳
細
の
問
い
合
わ
せ

栄
養
、
運
動
、

休
養
の
健
康
三

原
則
を
守
ろ
う
。

小
松
島
市
外
三
町
村
衛
生
組
合

宮 
0
8
8
5
3
1
8
1
1
4
5
2

第
一
次
試
験

年

円
切
手
貼

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
医療費を有効に活用しよう
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発
酵
促
進
剤
を
土
の
部

分
に
叡
布
す
る
。
こ
の
よ

の
厚
さ
に
な
り
ま
し
た
ら

の
厚
さ
に
か
け
て

下
さ
い
。
生
ご
み
の
発
酵
を
促
進

2
1
3
m

国

生
ご
み
が 

ぐ
ら
い

に
台
所
の
生
ご
み

・
有
機
質
の
ご

土
を 

生
活
雑
排
水
対
策

と
し
て

台
所
で
は 
:
:
:

@
調
理
く
ず
や
食
べ
残
し
は
流
さ

な
い
よ
う
に
す
る
。

三
角
コ
ー
ナ
ー
と
ス
ト
レ
ー

ナ -
ー 

(ご
み
の
受
け
か
ご
)
に

は
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
な
ど
の
細
か

い
網
や
ろ
紙
袋
を
つ
け
、
調
理

く
ず
な
ど
の
生
ご
み
は
ご
み
と

し
て
だ
す
。
ま
た
、
土
に
も
ど

し
て 

(
コ
ン
ポ
ス
タ
ー
設
置
)

肥
料
と
し
て
利
用
す
る
。

米
の
と
ぎ
汁
は
流
さ
な
い
で

庭 -
木
な
ど
に
か
け
る
。 

-
食
器
や
鍋
に
つ
い
た
汚
れ
は

紙
で
ふ
き
と
っ
て
か
ら
洗
う
。

@
使
用
済
み
の
食
用
油
を
流
さ
な

い
よ
う
に
す
る
。 

て ・
ご・古
み・新
と聞
しな
でど
だに
す吸

ま
せ� 

漉

患

や

風

呂

で

は
。。。。。。

石
け
ん
や
リ
ン
の
含
ま
な
い

洗 -
剤
を
使
う。

洗
剤
は
正
し
く
量
っ

て
適
正

に -
つ
か
う。

-
風
呂
の
残
り
湯
は
洗
濯
に
使

ヤ勺
ノ
。

さ
せ
ま
す
。

コンポスターはパ
ラコンポ伺ですの
で害虫の発生を防
.Ltできます。� 

百
』

土
の
中
の
パ
ク
テ
リ
ヤ

日
国

の
働
き
に
よ
り
有
機
質
の

ご
み
は
発
醇
、
分
解
し
、
堆
肥
化

さ
れ
て
ゆ
き
ま
す
。 

み
を
入
れ
る
(
金
属

・
ガ
ラ
ス

・

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
入
れ
な
い 
J 

3
1
4
日
ご
と
に
発
酵
促
進
剤

を
平
均
に
叡
布
す
る。

j
m
g

叩 

コ
ン
ポ
ス
タ
ー
を
設
置
し
て
生

ご
み
を
自
家
処
理
さ
れ
て
い
る
家

庭
で
は
、
次
の
方
法
に
よ
っ
て
使

用
し
て
下
さ
い
。

埋を
めよ巴
て く 当
設耕り
置しの
してよ
て地い
下中土
さ� 5の
いm 上

E口川団』

台
所
の
生
ご
み
は
ほ
と

ん
ど
が
水
分
で
す
。
水
分

は
地
中
に
吸
収
さ
れ
ま
す
が
、
多

す
ぎ
る
場
合
に
は
枯
葉
、
わ
ら
、ダ

ン
ボ
ー
ル
等
を
投
入
し
て
下
さ
い
。

咽咽田
山
一-

圏

端
部

一

園周

一一

MUS04
テキストボックス
生ごみ処理容器（コンポスター）の使用方法

MUS04
テキストボックス
勝浦川の水を美しくするために
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O
生
活
排
水
の
汚
れ
が
+
分
の

に
減
少

町
内

一
斉
清
掃
を
終
え
て

-
六
十
分
を
超
え
て
の
時
間
超

パ
ー
キ
ン
グ
場
で
あ
っ
て
も

回
閣
閣

ま
す
。

徳
島
県
公
安
委
員
会

が
、
小
松
島
赤
十
字
病

院
の
東
側
道
路
(
市
道

西
側
部
分
)
に
パ
ー
キ

ン
グ
場
を
新
設
し
、
十

月
中
旬
か
ら
運
用
さ
れ

②
自
動
発
券
機
が
二
台
設
置
さ

ま
す
。

れ
ま
す
の
で
、
二
�
 
円
で
パ
ー
キ

こ
れ
は
、
駐
車
需
要

の
多
い
場
所
の
道
路
に

駐
車
を
「
時
間
を
六
十

分
に
限
定
」
「
有
料
」
で

認
め
る
と
い
う
も
の
で

す
。
小
松
島
市
内
へ
の

設
置
は
は
じ
め
て
で
す

の
で
、
利
用
を
間
違
わ

な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

昔
、
い
。

O
O

O が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
地
域
で
も
、

し
尿
と
生
活
排
水
を
処
理
し
、
き

れ
い
な
水
に
し
て
水
路
に
流
し
ま

す
。設

置
す
る
{
杢
腔
に
補
助
金
を
助

成
し
ま
す
。

車
内
か
ら
運
転
席
側
の
前
部
ガ
ラ

ス
に
見
え
易
い
よ
う
に
貼
り
つ
け

ま
す
。
(
図
の
と
お
り
)

以
上
で
発
券
を
受
け
て
か
ら
一

時
間
(
六
十
分
)
の
駐
車
が
認
め

ら
れ
ま
す
。
駐
車
終
了
時
聞
は
チ

ケ
ッ
ト
に
時
間
が
表
示
さ
れ
て
い

合
併
処
理
浄
化
槽
は
、
下
水
道

③
発
給
を
受
け
た
チ
ケ
ッ
ト
を
、

ま
す
。

ン
グ

・
チ
ケ
ッ
ト
の
発
給
を
受
け

に
駐
車
し
ま
す
。

合
併
処
理
浄
化
槽

の
設
置
を
ノ
.
�
 

①
駐
車
ス
ペ
ー
ス
は
十
六
台
分

で
す
。
左
側
の
区
画
さ
れ
た
枠
内

¥ 

人槽区分 補助金の限度額 

5人槽 309，000円 

6~7 人槽 463，000円 

8~ 10人槽 82'4， 000円

長宮司..届:m~~崎軍事韮li語

接触ばっき相

ブロワーで空気を送

り、接触材に付清、増殖

した微生物の力て・汚水
を浄イヒします .

パーキング新設のお知らせ

詳
し
く
は
環
境
衛
生
課
へ
お
た

ず
ね
下
さ
い
。
�
 (含
②
二
五

二

)

六
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
の
町

内

一
斉
清
掃
に
は
「
ご
み
フ
ェ
ン

ス
」
の
周
辺

・
排
水
路
の
ド
ブ
さ

ら
い
や
河
川
の
草
刈
り
等
、
皆
さ
ん

一
人
ひ
と
り
の
ご
協
力
に
よ
り
美

し
い
町
、‘つ
く
り
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
一
斉
清
婦
は
、
地
域
に
住
む

人
び
と
の
ふ
れ
あ
い
に
よ

っ
て
地

過
の
駐
車

-
区
画
線
外
や
右
側
駐
車
、
他

の
路
上
駐
車

り
つ
け
る
駐
車

、

0
 

O

'u 域
の
環
境
を
良
く
し
て
い
こ
う
と

す
る
も
の
で
す
。
今
後
と
も
、
自

分
た
ち
の
住
む
と
こ
ろ
は
自
分
た

au

ち
の
手
で
美
し
く
す
る
よ
う
心
掛


け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
粗
大
ご
み


は
必
ら
ず
ご
み
焼
却
場
�
 
ニ
ー


四
二
一

八
)
ヘ
事
前
に
電
話
を
し


て
作
業
員
の
指
示
に
従
っ
て
下
さ
 

・
チ
ケ
ッ
ト
を
同
時
に
数
枚
貼

は
駐
車
違
反
(
反
則
金
一

0
0円
)
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
駐
車
す
る
場
合
は
必
ず
施
錠

す
る
よ
う
に
心
掛
け
る
と
共
に
、

限
ら
れ
た
駐
車
場
で
す
か
ら
正
し

い
ご
利
用
・
を
お
願
い
し
ま
す
。

小
松
島
警
察
署

パーキング・

チケットを

内側に貼る ・・

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ
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告白 
回
勝
揃
郡
駅
伝
大
会
ー


t

〈敢
闘
賞
〉佳

忍

・
中
谷
紀
仁

広
井
良

一

三
区
1
森
内
誠
悟

l

・
中
谷
文
昭
四
区 

只
平
直
樹

「
徳
島
駅
停
に 
印
け
て 
力
走
し


J

h

H
H

l

一
区 

J

二
区 

ずコ� 第244号

五
区 
1
竹
中
晴
美

・
佐
々
木
三
恵

六
区 
1
美
木
大
輔
七
区
1
中
間

口
開
川〈

持
別
賞
〉

二
区 
1
新
田
悦
史

全
区 
1
滝
豊
水

他
に
陸
協
後
接
会
の
林
会
長
か

ら
富
岡
西
高
校
等
三
チ
ー
ム
に
奨

励
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

加
を
加
え
、
十
チ 
l
ム
が
悶
天
の

l
福
岡
空
中

九
月
十
六
日
開
催
さ
れ
た
大
会

は
、
郡
内
七
チ
ー
ム
に
富
岡
西
高

区間

第� 1区� 

第� 2区� 

第� 3区� 

第� 4区� 

第� 5区� 

第� 6区� 

第� 7区� 

1 

タ イ ム

1 3分� 3 4秒

1 2分� o2秒� 

1 9分� 5 8秒

1 4分� 3 5秒

6分� 1 1秒

1 1分� 5 4秒

1 1分� 1 4秒

氏

初P 田

IUゴ

岩 回

石 木

山 平

中 西

新 回� 

名

敏

寛

敏� 

正� 

里

雅

51. 

文

結f

tlt 

Iltl 

美

明

校
、
新
野
高
校
等
の
オ
ー
プ
ン
参

区間

第� 1 rx. 
第� 2区� 

第� 3区� 

タ イ ム

1 4分� 5 5秒

1 2分� 5 9秒

2 0分� 3 7秒

氏 名

石 本 普一印l

宮 本 低T

民� I易 {変 zノ
第� 4区� 

第� 5区� 

~ 6区� 

第� 7区� 

1 5分� 4 8秒

6分� 5 0秒

1 2分� 5 9秒� 

1 3分� 3 3秒

神 回 政 和

新 田 陽 子� 

11.1 上 正 高

十策� LlJ 誠

中
、
七
区
間

(二
七

・
五
同
)
を

本
番
の
徳
島
駅
伝
さ
な
が
ら
に
・
力

走
し
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

-〈
一
般

・
高
校
の
部
〉

一位 

1
勝
浦
陸
協
清
流
チ
ー
ム 

(1
時
間
幻
八
刀
詑
秒 
)

〈
中
学
生
の
部
〉

l

一位 

1
高
鉾
中 

(1
時
間
泊
分
日

勝
浦
中 
A

秒
)

三
位 

一一位 

A
V

A
V

A
V

A
V

A
V

A
V

A
V

A
va
-A
V

A
V

A
V

A
V

A
V

AV4

-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

・・ AV
A
V

A
ve
-A
V

A
V

A
V

-
-

-
-

-
-

6

・-
-

e
-

A
V

A
V

A
v

A
V-
-A
v-
-

4.

，Av
-
-A
V-
-A
V
.

，
-
-A
v
-
A
V-
-A

-

v-
-

.

，
-

A
V

-A
V.

，
.

，AV
.

A
V

， 

，AV6
・AV-
-A
v-
-

・"AVA

A
V

吻

A
V
-
-
A
V--

A
V

A
ve
'
A
V
.

援
を
送
り
な
が
ら
、
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

勝
浦 

6
1
6
港

区

護

勝
浦 

5
ー
ロ
ォ 
l
ル
港

勝
浦 

4
1
3
港
区
選
抜 

I

勝
浦
タ
イ
ガ 

ス
遠
征


第
十
七
回
弁
通
え
た
東
京
港
区

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
と
の
究
流
野
球

大
会
は
、
八
月
十
四
日
か
ら
八
月

十
七
日
に
か
け
て
東
京
都
港
区
立

港
南
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

交
流
会
に
参
加
し
た
の
は
、
勝

l

浦
タ
イ
ガ 

ス
十
二
名
、
和
田
島

l

か
も
め
チ 

ム
十
二
名
の
選
手
の

ほ
か
、
関
係
者
ら
合
わ
せ
て
五
十

七
名
。初

日
は
、
港
区
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
の
歓
迎
を
受
け
、

一
年
ぶ
り
の

再
会
と
選
手
達
に
は
カ
ブ
ト
虫
、

関
係
者
に
は
特
産
の
す
だ
ち
の
お

土
産
に
大
喜
び
で
し
た
。l

翌
日
か
ら
は
港
区
チ 

ム
と
対

戦
し
、
お
互
い
の
好
プ
レ
ー
に
声 

13時-18時� 

18時-21時

4砂区� 間� 賞 (一般高校の部)

A 

4砂区 間� 賞 (中学生の部)

ビームライフル講習会� 

Oあなたも撃ってみませんか?

今月は、	 10月6日出
 
10月20日出


福祉センター� 3階において練習コーナ

ーを訟けていますので，講習会の 日でな

くても教育委員会までこ'連絡いただけれ
ば練習出来ます。

¥d  
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くらしの中の人権-A
面
は
、
著
者
の
戸
田
唯
己
さ

一¥ 

ど
う
し
て
文
句
存
呈
甲
フ
の
』

@

「
�
 さ
ん
な
ら
そ
ん
な
こ
と

『
文
句
宣
言
っ
て
る
ん
じ
ゃ
な

い
。
佐
川
げ
く
さ
い
か
ら
、
佳
…
げ

く
さ
い
と
言
っ
た
だ
け
だ
』

『
そ
れ
を
文
句
と
言
う
の
よ
/・

お
母
さ
ん
が
作
っ
た
も
の
が
い

や
な
ら
、
自
分
で
作
っ
た
ら
え

、え』『
あ
な
た
の
こ
と
を
思
っ
て
一

生
懸
命
に
作
っ
て
い
る
の
に
、

少
し
は
考
え
た
ら
い
い
で
し
ょ

，，
�
 

・』

と
い
う
具
合
に
な
れ
ば
、
食
事
が

ま
ず
く
な
る
だ
け
で
な
く
、
「
え
ら

ぺ

l
ふ

い
め
し
て
作
っ
た
」
と
い
う
お
母

さ
ん
の
「
え
ら
い
め
」
弁
桑
す
る

気
持
ち
な
ど
、
ど
こ
か
へ
吹
き
飛

ん
で
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。

こ
ん
な
家
庭
だ
と
し
た
ら
、
子

供
の
作
文
も
「
お
母
さ
ん
が
怒
る

か
ら
、
よ
け
い
食
べ
る
気
)
が
し
な

く
な
り
ま
し
た
」
と
書
く
子
に
な

z

り
、
「
お
母
さ
ん
が
淋
し
そ
う
な


顔
を
し
て
い
た
の
で
私
は
食
べ
ま


し
た
」
と
書
く
子
に
は
育
た
な
い


で
し
ょ
う
、
と
戸
田
さ
ん
は
書
い


て
い
ま
す
。


「子
ど
も
を
ダ
メ
に
す
る
」
一

言
と
し
て
、
戸
田
さ
ん
が
ほ
か
に

あ
げ
て
い
る
も
の
会
』
列
記
し
て
み

ま
す
と
、

@

「
パ
カ
」

O
O

@
「
ゐ
ほ
う
」

@
「
先
生
が
言
っ
て
い
た
よ
」

①

幼

児

期
か
ら
小
学
校
低品
一子年

頃
に
か
け
、
日
常
生
活
の
中
で

子
ど
も
の
心
を
活
性
化
さ
せ
る

言
葉
や
、
衰
弱
化
さ
せ
て
い
る

言
葉
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
み

宇
デ
し
ょ
�
 ノ。� 

(同
和
啓
発
資
料
)

A

花 嫁 銀 行

専門相談員による相談所の開設日

:ω 4oow:却1午後*毎週水喧日 
女場所農業センター{中学技慣)

*諸婚問題についてお気纏にご褐麟ください.

し
な
い
わ
よ
」
�
 

か
た
り
合
、
一
一
心


「
思
い
や
り
の
あ
る
子
に
』

同
和
問
題
を
家
庭
内
で
話
し
合
い
、

思
の
疎
通
を
は
か
り
ま
し
ょ
う
。

@

「
ま
た
、
お
ま
え
だ
ろ
」

@

「
伺
ベ
ん
言
っ
た
ら
わ
か
る
ん

だ」

@

「
誰
の
た
め
に
し
て
い
る
の
」

@

「
何
を
グ
ズ
グ
ズ
し
て
い
る
」

@

「
こ
れ
だ
け
し
て
や
っ
て
い
る

の
に
」
�
 

@

「
も
う
、
あ
ん
た
の
こ
と
な
ん

か
、
し
て
や
ら
な
い
」

な
ど
で
す
。

こ
れ
は
い
ず
れ
も
、
子
ど
も
の

人
格
や
人
権
を
無
視
し
た
醤
言
で

あ
っ
て
、
こ
う
し
た
言
葉
を
絶
え

間
な
く
浴
び
せ
か
け
ら
れ
て
い
た

ら
、
そ
の
子
は
、
相
手
の
こ
と
を

考
え
る
前
に
、
素
地
と
な
る
感
性

を
し
ぼ
ま
せ
て
し
ま
い
ま
す
。
人

間
的
な
優
し
さ
と
か
思
い
や
り
の

開
花
会
待
た
な
い
う
ち
に
、
親
自

身
が
そ
の
芽
を
む
し
り
取
っ
て
し

ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

①
私
た
ち
親
は
、
今
ま
で
に
子

ど
も
の
感
性
に
働
き
か
け
る
ど

お
五
い
の
意

た
の
で
、
私
は
食
べ
ま
し
た
。
」

・・
・と
子
供
が
書
い
た
作
文
主
叫
ん

だ
そ
の
子
の
・お
母
さ
ん
は
、
ザ
蔦
天

い
を
し
な
が
ら
、
眼
頭
を
熱
く
し

て
い
ま
し
た
。
:
・
と
戸
田
さ
ん
は

書
い
て
い
る
と
と
も
に
「
思
い
や

り
の
あ
る
子
に
な
れ
、
他
人
の
気

持
ち
の
わ
か
る
子
に
な
れ
」
と
、

口
で
舌
守
�
 7の
は
や
さ
し
い
。
け
れ

ど
も
、
口
で
言
う
だ
け
で
は
、
こ

う
い
う
子
に
は
育
っ
て
く
れ
な
い

だ
ろ
う
と
書
い
て
い
ま
す
。

『
せ
っ
か
く
お
母
さ
ん
が
、
え

ら
い
め
し
て
作
っ
た
の
に
、
そ

れ
が
分
ら
な
い
の
』

『
分
っ
て
い
る
ワ
』

『
分
っ
て
い
る
の
な
ら
、
ち
ょ

っ
と
佳
川
げ
く
さ
い
ぐ
ら
い
で
、

ん
が
書
か
れ
た
「
こ
ん
な
一
言
が

子
ど
も
を
ダ
メ
に
す
る
」
と
い
う

本
の
中
か
ら
掲
載
し
ま
し
た
の
で
、

家
庭
内
で
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ

.
勺
ノ
。

「
き
の
う
、
お
母
さ
ん
が
、
夕

食
の
お
か
ず
に
カ
ボ
チ
ャ
を
た
き

ま
し
た
。
そ
し
て
、
お
し
ゃ
べ
り

を
し
て
い
た
の
で
、
カ
ボ
チ
ャ
を

こ
が
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
お
父

さ
ん
が
「
こ
ん
な
も
の
喰
え
る
か
」

:
・
と
言
っ
て
怒
り
ま
し
た
。
お
母

さ
ん
が
何
回
も
あ
や
ま
り
ま
し
た

が
お
父
さ
ん
は
怒
っ
た
ま
ま
で
そ

れ
を
食
べ
ま
せ
ん
で
し
た
。
お
母

さ
ん
が
淋
し
そ
う
な
顔
を
し
て
い

ん
な
方
法
を
と
っ
て
き
た
だ
ろ

う
か
。
人
権
感
覚
を
増
7
た
め

に
、
今
後
ど
う
し
て
い
く
べ
き

か
参
考
J

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
くらしの中の人権家庭での同和問題かたり合うページ
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O
土
曜
日

の
整
形
外
科
の
受
付
時
間
は
、
午
前
日
時
ま
で
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

)21(
 

10月� 1日

38 
5日
⑦ 日

勝

上

勝

山

浦 病

勝� 5ロク，:> 療

浦 病

西 医

院� 

所� 

院� 

院� 

2-2555 
6-0302 
2-2555 
2-3027 

9日
11日
13日
15日
17日

勝

湯� 

勝

赤

勝

浦 病

j斐 医

浦 病

岩 医

浦 病

院� 

院� 

院� 

院� 

院� 

2-2555 
2-2003 
2-2555 
2-2006 
2-2555 

19日
⑪日
23日
25日
27日
29日
31日

上

勝

山

勝

湯� 

勝

赤

勝 吾ロ会;;> 療

浦 病

西 医

浦 病

i美 医

浦 病

岩 医

所� 

院� 

院� 

院� 

院� 

院� 

院� 

6-0302 
2-2555 
2-302ワ� 
2-2555 
2-2003 
2-2555 
2-2006 

@
応
募
資
格

甚
有
護
婦
又
は
准
看
護
婦
の

資
格
を
有
す
る
方
。

@
採
用
人
員

若
干
名
。
�
 

@
申
し
込
み
期
限

平
成
二
年
十

一
月
三
十
日
ま

で。

@ @ 

2 間出え申�  
5勝い し、市し�  
5浦合 て勝販 込� 
5病わ 下浦のみ
)院 せ さ病履 方
へ事 は い院歴法
。務 。事書
局
( 

務に�  
局記

勝
浦
病
院
外
来
診
察
担
当
医
師
表

¥、ー，

電
話平日 午後6時から翌朝9s寺まで

ま入
での�  

休日 午後ワ時から翌朝9時まで (2) 提う

O
毎
週
火
曜
日
・
木
曜
日
の
午
後
に
主
と
し
て
寝
た
き
り
老
人
を
対
象
と
し
た
訪
問

看
護
を
行
っ
て
い
ま
す
。
�
 

※
訪
問
看
護
に
つ
い
て
は
予
約
が
必
要
で
す
。
�
 

土 金 木� 7.1<. 火 月� 
H翠
日

壁平語� 
r~ 太 太

五監
よF

医師原
回 田
院

院長 同IJ J1'J
長

太 (太  

ii 
太

午回 訪 回 回
院

言望婆 院 院長 後 手斗
長 )長

(山

)整Jf~ 橋師医

午西 堅田
長西医� I長医垣 長西医 長西医長医� )形師医

型左
前

外
(一 午

長西医 西長医 西長医 整形 橋師医 西長医 科� 
f表

療法重岡 雲高 療法重岡 療法重岡 療法重問 霊需 午

士 理 士理 土理 士理 士理 士理
理

学� A寸Uー. 学� A寸~一. 学 でA以F 前

雲言 療法重岡 療法重岡 療法重問 療法護岡 午

士理 土理 士理 士理 土理
ーAテu.・

学� A寸Uー， Aすiん』 学 寸ム以，..� f愛

戸� 

E香美医市
午

井

医師 前

児� 
p 

宮香美医市

午

井医師 科
後� 

MUS04
テキストボックス
臨時看護婦募集
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午
前
:
:
:
学
科

午
後
:
:
:
実
習
�
 

p 、¥

O
落
葉
果
樹
希
望
の
方

岩
手
県
岩
手
郡
雫
石
町

受
講
料
、
教
材
等
の
一
般
資
料

は
無
料
、
食
費
と
研
修
旅
費
等
の

諸
経
費
は
有
料
。

宿
舎
費
無
料
、
寝
具
、
机
、
ィ

ス
は
貸
与
さ
れ
る
。
食
堂
完
備
。

用
許
可
証
の
あ
る
農
地
は
、
造
林

補
助
会
予
孟
ス
け
ら
れ
ま
す
の
で
、

森
林
組
合
へ
ご
相
談
下
さ
い
。

な
お
、
苗
木
の
申
し
込
み
期
日

は
十
二
月
二
十
七
日
ま
で
で
す
。
�
 

受
け
よ
う
と
計
画
さ
れ
て
い
る
方

は
、
次
の
事
項
を
ご
理
解
の
う
え

お
申
し
込
み
下
さ
い
。

事
業
の
内
容

こ
の
事
業
は
、
町
の
農
業
指

導
班
の
奨
励
し
て
い
る
作
目
、

夏
秋
な
す
、
き
ゅ
う
り
、
す
だ

ち
な
ど
の
生
産
流
通
過
程
に
お

け
る
近
代
化
、
合
理
化
を
推
進

す
る
た
め
、
次
の
事
項
の
う
ち
、

原
則
と
し
て
園
の
補
助
対
象
と

な
ら
な
い
も
の
を
、
地
域
の
実

情
に
応
じ
て
実
施
す
る
も
の
で

す
。採

択
条
件

付
前
記
の
事
業
内
容
に
受
口

し
て
い
る
こ
と
。

口

単
年
度
で
事
業
が
完
了
す

ヲハ凶ニシ」。

日
受
益
戸
数
が
三
戸
以
上
で

あ
る
こ
と
。

※
次
に
掲
げ
る
も
の
は
、
補

助
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

①
消
耗
品
的
物
品
、
用
地

の
買
収
、
賃
借
に
要
す
る

経
費
及
、
ひ
補
償
費
。

②
動
力
耕
転
機
、
背
負
式

動
力
防
除
機
等
既
に
普
及

し
て
い
る
も
の
又
は
、
事

業
効
果
の
少
な
い
農
業
用

機
械
。

③
個
人
施
設
又
は
事
業
効

果
の
少
な
い
施
設
。

事
業
の
種
類

ハ
門
農
業
用
機
械
設
備
の
導
入

整
備
。

①

内

容農
業
用
機
械
、
農
業
生

産
施
設
、
隼
古
出
何
施
設
、

加
工
施
設
等
の
導
入
整
備

②

補

助

率

補
助
対
塾
事
業
費
の
十

分
の
四
以
内

口
種
苗
及
び
家
畜
の
導
入

①

内

容


肘
種
苗
の
導
入


国
の
造
成
と
一
体
と

し
て
行
?
永
年
性
作
物

種
苗
其
ひ
地
域
特
産
物

と
し
て
積
極
的
に
拡
大

五 四

平
成
三
年
度
に
徳
島
県
単
独
地

常
緑
果
樹
希
望
の
方

域
農
業
振
興
対
策
事
業
の
制
度
を

大
分
県
国
東
郡
国
東
町
�
 

O

農
林
水
産
省
農
業
大
学
校
に
お

い
て
は
、
来
年
三
円
高
等
学
校
卒

業
者
を
対
象
と
し
た
、
果
樹
農
業

研
修
生
の
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

応
募
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
今

年
十
二
月
末
頃
ま
で
に
、
産
葉
諜

へ
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

な
お
、
不
明
な
点
は
産
業
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

平
成
三
年
四
月
1
平
成
四
年
一

月
ま
で
一
か
年
間
。

森
林
組
合
か
ら
お
知
ら
せ

来
春
、
植
林
及
び
補
植
を
予
定

さ
れ
て
い
る
方
は
、
杉
・
桧
・
ク

ヌ
ギ
等
の
苗
木
の
申
し
込
み
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

植
林
地
が
台
帳
・
現
況
と
も
山

林
で
あ
る
方
、
ま
た
は
、
農
地
転
�
 

を
図
る
作
物
で
種
苗
の

確
保
が
著
し
く
困
難
な

も
の
等
の
種
苗
の
導
入

ω
肉
用
繁
殖
雌
牛
の
導

入
導
入
頭
数
は
、
一
事

業
主
体
三
頭
以
上
、
十

頭
未
満
と
す
る
。

六
か
月
齢

1
十
五
か

月
齢
の
も
の
弁
晶
導
入
し
、

こ
れ
を
農
業
者
に
預
託

し
、
五
年
以
上
飼
養
す

る
も
の
と
す
る
。

②

補

助

率
一
頭
十
三
万
五
千
円
以

内
又
は
当
該
経
費
の
十
分

の
三
以
内
の
い
ず
れ
か
低

日

実
当
額
。証

普
及
展
示
ほ
等
の
設

① 置
�
 内

容

新
作
目
の
導
入
、
新
技

術
の
実
証
及
び
普
及
の
た

め
の
展
示
ほ
等
の
、
整
備
。

②

補

助

率


定
額
。


申
し
込
み
先

町
役
場
産
業
課

申
し
込
み
期
日

平
成
二
年
十
月
十
五
日
ま
で
。

※
不
明
な
点
は
、
町
役
場
産

業
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下

犬、ぃ
。

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
平成三年度果樹農業研修生の募集について

MUS04
テキストボックス
県単農業振興事業の受付について
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y」るあで事

る

あ

火

え

ほ
¥
ず

云

編
)
i
針

通
)
①

②場所はどこか

③火災現場付近で目印

になるもの

-
助
成
対
象
と
な
る
改
造

)41(
 

-
-
E火
事
を
出
さ
な
い

玄
関
、
便
所
、
浴
室
、
炊
事
場

く
ら
し
の
決
意
・

火
災
は
、
社
会
的
損
失
が
大
き

い
ば
か
り
で
な
く
、
人
の
い
の
ち

に
か
か
わ
る
こ
と
で
す
。

そ
れ
に
、
あ
な
た
の
家
が
火
元

と
な
る
と
隣
近
所
迷
惑
が
か
か
り

損
害
を
与
、
え
ま
す
。

毎
日
、
そ
の
場
そ
の
場
で
火
災

を
出
き
な
い
注
意
が
肝
心
で
す
。

特
に
本
町
で
は
、
屋
内
配
線
不

良
、
劣
化
器
具
の
不
良
と
み
ら
れ

る
火
災
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

電
気
を
安
全
に
使
用
す
る
た
め

に
電
気
の
安
全
を
確
か
め
る
点
検

歩
「
レ
歩
?
し
ょ
、つ
/
.
�
 

一
、
漏
電
庶
断
器
の
テ
ス
ト
ボ
タ

ン
を
押
し
た
時
動
作
し
ま
す
か
?

二
、
必
要
な
ア
l
ス
(
接
地
)
が

日
常
生
活
を
容
易
に
す
る
た
め
の

取
り
つ
け
て
あ
り
ま
す
か
?

住
宅
改
造
を
行
っ
た
場
合
、
そ
の
費

-
助
成
を
受
け
る
た
め
の
条
件

-
助
成
額
等

三
、
ビ
ニ
ー
ル
コ
�
 
l
ド
を
釘
や
金

用
の
一
部
を
助
成
す
る
制
度
と
し

勝
浦
町
に
在
住
し
、
身
体
障
害

助
成
の
対
象
と
な
る
改
造
に
必

具
な
ど
で
固
定
し
た
り
、
コ
ー

者
手
帳
の
交
付
を
受
け
、

理
見
障

要
な
費
用
の
三
分
の
二
以
内
の
額

ド
と
コ
�
 ド
を
直
接
接
続
し
た

て
、
重
度
身
体
障
害
者
住
宅
改
造

害
ま
た
は
肢
体
不
自
由
(
上
肢
機

を
助
成
す
る
。
(
墨
局
二
十
万
円
)

と
こ
ろ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
?

助
成
制
度
を
行
っ
て
い
ま
す
。
内

不
良
か
所
が
あ
っ
た
場
合
は
、

容
等
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で

能
障
害
を
除
く
。)
で
の

一
級
ま
た

危
険
で
す
か
ら
至
急
修
理
し
ま
し

す
が
、
助
成
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

は
二
級
の
認
定
を
受
け
て
い
る
こ

-
必
要
書
類
等

l

事
前
に
役
場
住
居
福
祉
課
へ
ご
相

と
。
(
町
民
税
均
等
割
課
税
世
帯
以

業
者
の
見
積
書
、
改
造
部
分
の

ょ
う
。
電
気
の
使
用
方
法
や
改
修

談
下
さ
い
。
(
本
年
は
二
件
程
度
の

下
の
世
帯
に
限
る
。)

設
計
図
、
家
屋
全
体
の
見
取
図
等
。

方
法
が
不
明
な
場
合
は
、
四
国
電

.=4t.=‘t砂E‘t令=‘t.=‘t.E。2.=。t⑮

.. 

力
ま
た
は
電
気
工
事
由
へ
相
談
し

行
政
相
談
週
間
は
、
総
務
庁
が
の
で
て
、
身
近
な
道
路
問
題
の
担
談
、
山

て
下
さ
い
。

可

咽
�
 

一
�
 

皆
盆
寄
所
の
�
 

叩

謀
相
要
凱
諸
帆
舗制
度
号
を
広
をく
国
震
民
の

2

2仕事
に
つ
い
て
苦
情
や
要

22tt2gttAtwz5令24t

E =@t.=.t.=。= 

、
ー、、

E
、骨


戸
�
 

m

。

…

i
d-Ta

''t

&
 

a
1

E

4

一
環
と
し
て
、
徳

・
行
政
相
需
�
 

ω
�
 

…

2
2
2
2
2
2
2
2
t
t
A
E
-
-
t
g
a
t
t
A
E
t
-
-
e
・
e
-
t
t
t
t
S
2
2
2
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t

さ
ん
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
望
な
ど
を
お
持
ち
の
方
は
、
こ
の
山

一
五
斉
に
量
実
施
千
し
て
ご
い
る
機
会
を
ぜ
ひ
ご
利
用
下
さ
い
�
 

…

陣
�
 

お

り

露

頭

務

員

設

し

ま

す

。

午

前

十

時

�

 

午
後
三
時

司
ヨ

相

談

所

で

は

現

在

「

さ

わ

や

か

二

場

所

山

…
�
 

行

政

サ

ー

ビ

ス

運

動

」

が

全

国

的

住

庖

福

祉

セ

ン

タ

ー

…

山
引

に

展

開

さ

れ

て

い

る

こ

と

も

あ

っ

三

参

加

予

定

機

関

山

…

千

て

、

行

政

サ

ー

ビ

ス

の

警

に

関

徳

島

行

監

禁

事

務

所

係

…

す
る
相
談
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
官
・
人
権
擁
護
委
員
・
心
山

，

明

J

o
 

-mw
 

-v m

m
 

E

M

…

遇
損

"

は

ゆ
U

4
4
戸

・・・・� 

受

け

付

け

る

こ

と

に

し

て

い

ま

す

配

ご

と

相

談

員

叩

-

』

…

開

閣

凪

)

に

、

全

菌

国

…

引

生

も

の

で

す

日

こ

の

週

間

の

相
談
委
員
が
主
催
し
て
、
次
の
と
平
成
二
年
十
月
士
百
ω岡
山

�

 

nu

色

町

行

政

監

察

事

務

所

と

地

元

行

政

一

日

時

叩

陪

同

日

o砂=‘t砂Eo2.E。2.=‘t⑮

重
度
の
身
体
障
害
者
の
方
が
、

助
成
予
定
。)

等
の
改
造
で
あ
り
、
そ
の
改
造
に

よ
り
、
障
害
者
の
方
の
日
常
生
活

が
容
易
に
な
る
こ
と
。
(
同
時
に
他

の
改
造
を
行
っ
て
も
、
助
成
の
対

象
と
な
る
の
は
、
障
害
者
の
方
の

利
便
性
に
つ
な
が
る
部
分
の
み
。)

MUS04
テキストボックス
火事を出さないくらしの決意

MUS04
テキストボックス
行政相談週間
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高
い
空
あ
る
し
あ
わ
せ
を
か
み
し

め

る

美

里

ヒ
ロ
イ
ン
は
帽
子
高
々
上
げ
て
行

く

酔

参

高
望
み
し
て
も
や
っ
ぱ
り
蛙
で
す

あ
ゆ
み

出
戻
り
の
高
級
酒
は
ほ
ろ
に
が
い

品
市
一

高
く
飛
ぶ
鳥
を
う
ら
や
む
車
椅
子

た
け
お

何
も
か
も
親
に
似
て
い
る
頑
固
な

子

つ

る

お

親
の
止
に
は
め
て
援
が
出
来
上
る

香

月

母
が
い
て

昧

千

代

四
季
お
り
お
り
の
里
の

う
ち
の
子
が
一
番
ょ
い
と
思
う
て

る

思

葦

耳
を
す
ま
す
と
母
さ
ん
の
唄
聞
こ

え

ま

す

綾

�

 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
練
習
日
程

日
程

毎
週
火
曜
日

時
間

午
後
七
時
三
十
分
か
ら

場
所

勝
浦
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

備
考

用
具
は
準
備
し
ま
す
の
で
、

運
動
の
で
き
る
服
装
で
来
て

下
さ
い
。⑧

⑧
⑨
⑤
⑧
⑧

広
報
九
月
号
に
掲
載
し
ま
し
た
「
一
般
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」
で
、

優
勝
チ
ー
ム
が
「
棚
野
」
と
な
っ
て
い
た
の
は
「
星
谷
」
の
誤
り
で
し
た
。

訂
正
す
る
と
と
も
に
お
詫
，
ひ
い
た
し
ま
す
。

(
勝
浦
町
体
育
襲
耳
事
務
局
)
 

/ヘ 
111 

柳� 
¥/ 

思
春
期
ヘ
親
の
意
見
が
空
ま
わ
り

こ
つ
ゆ


馬
鹿
な
親
な
の
に
良
い
子
に
恵
ま


れ

て

ふ

さ

を


三
人
の
嫁
へ
姑
演
じ
き
る


万

里

十
月
十
七
日

(水
)

住
忌
福
祉
セ
ン
タ
ー

場
所

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

胸
た
た
き
安
請
け
あ
い
弁
}悔
い
て

題

「川

・
河

・
自
由
一詠」

い

る

沙

恵


付
合
い
の
歌
に
お
、
ぎ
り
の
手
を
叩

く

真

由

こ
の
音
が
う
ま
そ
う
で
す
と
い
う

ス

イ

カ

加

辻

花
博
を
歩
く
つ
も
り
の
野
良
仕
事

瞳

欲
張
っ
て
み
て
も
所
詮
は
夢
芝
居

の
ぼ
る

{¥ 

定
年
の
ゆ
と
り
に
病
ど

っ
と
来
る

早

苗

強
が
り
を
言
え
ば
心
が
冷
え
て
く

る

千

恵

習
字
学
級

十
月
十
二
日
�
 
(金
)

救
急
車
祈
る
気
持
で
見
送
れ
る

十
月
二
十
六
日
�
 
(金
)

新
太
郎

午
後
七
時
1
午
後
九
時


鯛
に
せ
か
さ
れ
て
出
る
神
の
森


り

智

世

子

ア
サ
ノ

書富
研
修
室
�
 (旧
図
書
室
)


白
球
に
フ
ル
ス
イ
ン
グ
も
空
を
切

墨
絵
学
級

十
月
七
日
�
 
(日
)


神
ま
つ
る
森
も
怖
が
る
酸
性
問

時
間

午
後
七
時
三
十
分
1
午


都

景

後
九
時
三
十
分


し
し
か
け
て
童
の
網
を
揮
の
が
れ


念

研
修
室
�
 (旧
図
書
室
)


玉
葱
が
泣
か
せ
る
吾
を
孫
の
ぞ
く

短
歌
学
級

十

一
月
十
日
�
 (土
)


梅

子

午
後

一
時
�
 
1


出
詠
締
切
日

十
月
二
十
日

一、

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
わたしの作品

MUS04
テキストボックス
家庭婦人バレーボール教室及び審判講習会の案内
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⑨⑧⑧⑩ 
今月の健康行事(不明な点は環境衛生課保健婦におたずねください)

日 曜 内 円官:;'0 女サ 象 者
'~~="" -~ 

時 間 場� jiJi 持参するもの他� 

3 水� 
百日ぜ咳~、ジフテリア、破傷風� 

三種 混合予防接種�  

2-4歳未満
l期・・・� 1か月毎に� 3回� 
2期� 1期終了後12-
18か丹後に� l回接積 �  

13 :30-14 :30 住民樹止センター
母子手帳、印鑑� 

問診票� 

11 木 健 康 キ目 百長 一般の方�  10:00-11 :00 坂本集会所 健康手帳� 

11 木 健 康 キ目 幸a子，又 一 般の方�  10:00-11 :00 控卜谷集会所 健康手帳� 

11 木 健 康 キ目 王R子l!i 一 般の方�  13:30-15:00 与 川内ノZ弘ス市 の 江
集 所 健康手帳� 

11 木 健 康 相� -apke 一般の方�  13:30-15:00 今 山公会堂 健康手帳� 

12 金 乳児健康診査�  
H :7C.12.1-H 2.2 .28 
までに生まれた子� 13:30-14:30 勝浦病院 母子手帳

15 月 健 康 相 ロ東 一般の方�  9:30-11 :00 久国集会所 健康手帳� 

15 月 健 康 キ目 宮函又本 一般の方�  13:30-15:00 横瀬集会所 健康手帳� 

17 水 ポリオ生ワクチン投与 生後� 3か月から48か月まで� 
に2回のんでいない子� 13:30-15 :00 住民融tセンター 母子手帳、印鑑

I-gjI~t- ~択 

18 木 健 康 キ目 談 一般の方�  9:30-11 :00 中山公会堂 健康手帳� 

18 木 健 康 キ目 吾良夫公: 一般の方�  13:30-15 :00 棚 野 集 会所 健康手帳� 

18 木 健 康 キ目 -ap，天 一般の方�  13・30-15:00 生名集会所 健康手帳� 

22 月 胃 集 団 検 診 一般の方�  8:30-10:30 役� :J:~j 料金・・500円� 

23 火 胃 集 団 検 診 一 般の方�  8・30-10・30 農村婦人の家 ・・・料金� 500円� 

24 水 胸部レントゲン巡回検診 一般の方�  9:00-16:00 別欄 料金-・-無料� 

25 木 胸部レントゲン巡回検診 一般の方�  9:00-15 :30 別欄 料金・・・無料� 

25 木 健 康 相 談 一般の方�  13:30-15・。。 星谷集会所 健康手帳� 

26 金 乳児健康診査�  
H 2 .4 .1 -8 .31 

までに生まれた子 13:30-14:30 勝浦病院 母子手帳

31 水|百自民ジ…醐風�  
三種混合予防接種�  

2-4歳未満
1期・・・� 1か月毎に� 3回� 
2期・・・� 1期終了後12-
18か月後に� 1回接種

13:30-14:30 住民樹止センター
母子手帳、印鑑� 

問診察� 

¥ー 

¥}  

※胃集団検診を受けられる方は

検診前日の午後� 9時以降から、当日検査が終わるまでは、何も食べないようにして下さい。� 

10月定例心配ごと相談 =飼い犬は必ずつないでください=

日時 10月12日(金)・ 10月26日(金) ⑨クを蜘こしなゐ¥ ハー〈

午前10時~午後 3時 不用犬買い上げ目 、cd01 
内容 人権・行政・厚生・福祉 10月3日同 信イλll. 
場所�  住民福祉センター� 2階� 

(平日でも受付しておりますのでお気軽にお問い合わせください。) 10月17日同 成犬� 300円 付 �  100円

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
みんなの健康今月の健康行事
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咽
頭
ジ
フ
テ
リ
ア
、
喉
頭
ジ
フ
テ

8
8
リ

ア
な
ど
に
わ
け
ら
れ
ま
す
。
鼻

町一昨〕

 一¥

戸¥

け
い
れ
ん
性
の

せ
き
と
せ
き
が
続

い
た
あ
と
の
吸
気

性
笛
声
が
夜
間
に

激
し
い
こ
と
な
ど

が
特
徴
で
す
。
病

気
の
初
期
は
普
通

の
か
ぜ
と
変
わ
り

所
に
よ
っ
て
鼻
ジ
フ
テ
リ
ア
、

い

ん

ニ

ぅ

、

度
C

ま
す
。
破
傷
風
に
か
か
っ
た
と
き

の
初
期
の
症
状
は
、
赤
ち
ゃ
ん
で

は
ミ
ル
ク
が
飲
め
な
く
な
る
こ
と
、

成
人
の
場
合
は
肩
が
こ

っ
た
り
、

食
物
、
が
か
み
に
く
く
な
り
、
開
口

困
難
が
現
わ
れ
ま
す
。
つ
い
で
、

け
い
れ
ん
が
起
こ
り
ま
す
が
、
開

口
困
難
か
ら
け
い
れ
ん
ま
で
の
時

聞
が
短
か
い
ほ
ど
病
気
は
重
症
で

」
9

そ
こ
で
こ
の
病
気
を
予
防
す
る

た
め
に
百
日
ぜ
き
、
ジ
フ
テ
リ
ア
、

破
傷
風
三
種
混
合
の
予
防
接
種
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
な
お
副
反
応

と
し
て
は
局
所
の
発
赤
、
は
れ
、

と
う
痛
、
硬
結
等
、
ま
た
全
身
反

応
と
し
て
発
熱
等
を
認
め
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
一
過

性
で
二
1
一一百
中
に
消
失
し
ま
す
。

と
き
に
接
種
後
数
日
花
経
過
し
て

か
ら
局
所
の
発
赤
、
腫
張
を
認
め

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
こ

の
ワ
ク
チ
ン
は
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
を

含
む
沈
降
ワ
ク
チ
ン
で
あ
り
ま
す

の
で
、
小
さ
い
硬
結
が
一
か
月
ぐ

ら
い
残
存
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

二
回
以
上
の
被
接
種
者
に
は
、
と

き
に
著
し
い
局
所
反
応
を
呈
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
通
常
、
数

日
中
に
消
失
し
ま
す
。

※
予
防
接
種
を
受
け
る
時
の
注
意

①
子
供
の
健
康
状
態
を
い
ち
ば
ん

よ
く
知
っ
て
い
る
家
族
の
方
が
つ

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
巡
回
検
診

こ
の
検
診
は
、
肺
結
核
だ
け
で

検
診
料
・
・
・・
・・
無
料

。
ボ
タ
ン
や
金
具
の
な
い
服
装

で
お
こ
し
下
さ
い
。
気
軽
に
受

け
ら
れ
ま
す
。

な
く
肺
ガ
ン
な
ど
の
発
見
に
も
な

り
ま
す
。

年
一
度
は
必
ず
検
診
を
受
け
、

健
康
管
理
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

iDl月~日(水)

石原 ・東栄造様宅横� 9・00-9:30 

沼江・藤本明男様宅横� 9・40-10:10

掛谷 ・新居治様宅下� 10:20-10:50 

勝浦郡農協生比奈支所前� 11:00-11:30 

農村婦人の家� 11:40-12:10 

生名・いちょうの木� 13:10-13:50 

星谷・小山一二好様宅前� 14:00-14:40 

黒岩 ・勝浦会館駐車場� 14:50-15:20 

今山公会堂前� 15:30-16:00 

iDl月~日(木)

役場前� 9:00~10 : 30 

NTT阿波勝浦営業所目。� 10:40-11・20

中山・目Ij田幸ニ様宅前� 11:30-12:00 

横瀬 ・折部健一郎様宅前� 13:00-13:30 

与川内・神子勝様宅横� 13:40-14:10 

勝浦郡農協坂本出張所� 14:20-14:50 

坂本・林忠三様宅横� 15:00-15:30 

ジ
フ
テ
リ
ア
は
乳
児
に
多
く
、
鼻

胸部レントゲン検診巡回日程表

が
な
く
、
け
ん
怠
感
、
お
う
吐
な

ど
の
症
状
が
あ
り
、
熱
は
三
十
八へ

ん

前
後
で
、
の
ど
を
み
る
と
肩

あ
り
ま
せ
ん
が
、
せ
き
止
め
の
薬

を
飲
ん
で
も
効
果
が
な
く
、
だ
ん

だ
ん
と
顔
弁
}
真
赤
に
し
て
せ
き
こ

む
よ
う
に
な
り
ま
す
。
熱
が
な
く
、

ひ
ど
い
せ
き
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

胸
部
の
理
学
的
所
見
も
あ
り
ま
せ

ん
。
約

一
か
月
ぐ
ら
い
苦
し
い
せ

き
が
続
い
た
あ
と
、
だ
ん
だ
ん
と

よ
く
な
っ
て
き
ま
す
。
こ
の
百
日

ぜ
き
菌
に
よ
る
感
染
は
、
新
生
児

に
も
起
こ
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。

ジ
フ
テ
リ
ア
菌
が
侵
入
す
る
場
�
 

桃
に
偽
模
が
認
め
ら
れ
ま
す
。
喉

頭
ジ
フ
テ
リ
ア
は
幼
児
に
多
く
、

し
わ
が
れ
声
、
犬
の
と
お
ぼ
え
の

よ
う
な
せ
き
、
呼
吸
困
難
が
三
大

特
徴
で
す
。

汁
に
血
液
が
混
じ
る
こ
と
が
特
徴

い
ん

で
す
。
咽
頭
ジ
フ
テ
リ
ア
は
一
番

多
い
病
型
で
、
幼
児
、
山
室
星
が
か

か
り
ま
す
。
の
ど
が
痛
く
、
元
気

破
傷
風
菌
の
感
染
に
よ
っ
て
起

こ
り
ま
す
が
、
こ
の
菌
は
嫌
気
性

で
す
か
ら
、
浅
い
傷
よ
り
深
い
傷

の
と
き
に
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
必
ず
し
も
大

き
な
傷
の
場
合
に
起
こ
る
だ
け
で

は
な
く
、
ど
こ
か
わ
か
ら
な
い
小

き
な
傷
か
ら
起
こ
る
こ
と
が
あ
り

れ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

②
家
で
体
溢
を
計
っ
て
か
ら
き
て

下
さ
い
。

③
母
子
手
帳
、
印
鑑
を
必
ず
持
っ

て
き
て
下
さ
い
。

④
入
浴
は
前
日
に
済
ま
せ
て
下
さ

い
。
当
日
は
入
れ
ま
せ
ん
。

以
上
の
こ
と
に
注
意
し
て
健
康

状
態
の
よ
い
と
き
に
受
け
ま
し
ょ

λ
，ノ。

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
保健婦だより百日ぜき・ジフテリア破傷風について



そして又，これらの食卓は次代へも自然豊かな，

あ芝だかい勝浦の昧として伝窓されることでしょ

う。
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字
犬
伏
尾

大 字大
子 子 車字
神沼 ノ;召

口江谷江

匿中滝
内 本

4第244号
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こ
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
致
し
ま
す
。 

心
か
ょ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

以
上
の
方
か
ら
善
忌
銀
行
に
善

心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

献
血
に
つ
い
て

9
月
刊
日
の
献
血
延
期
分

叩
月 
9
日
に
な
り
ま
し
た
の
て

瀬山 角

(横

名
定
夫
さ
ん 

(中 (中

ん
寸
さ
ん 

8
月
旬
日
1
9
月
刊
日 ζ

ざ
い
ま
し
た 

10月のくらし

ヲグポイグト情報

勝
浦
ム
語
十
月
行
事

5
日
幽 

習
字
整
至


9
日
火

着
付
教
室


口
日
嗣

手
+
一
五
教
室


日
日
間

篠

教

室


口
日
嗣

踊
り
教
室


同
日
嗣

手
芸
教
室


凶
日
幽

習
字
教
室


幻
日
間

篠

教

室


お
日 

ω
着
付
教
室


μ
日
附

踊
り
教
室


お
日
附

手
+
一
宗
教
室


加
日
間

篠

教

室


出
日
附

踊
リ
教
室


各
講
座
と
も
午
後
八
時
か
ら
開

講
し
ま
す
。(
手
芸

・
篠
教
室
は
七

時
三
十
分
か
ら
、
習
字
教
室
は
七

時
開
講
)
時
間
に
遅
れ
な
い
よ
う

ご
参
加
下
さ
い
。
な
お
、
今
月
の

生
花
教
室
は
先
生
の
ご
都
合
に
よ

り
お
休
み
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

善
意
あ
リ
か
と
う

大
字
三
添
字
平
西
川

千

絵 

(2
月
)

大
字
中
角
字
西
山
滝
本
キ

ヨ

ミ

(
乃
歳
)

大
字
三
滅
。
干
市
ノ
江

新

居

き

く

え 

(η
歳
)

大
字

三
綴
字
林
西
浦
サ
カ

ヱ 

(
河
歳
)

大
字
中
角
字
玉
の
木
森
上
勇
(
回
歳
)

大
字
三
き
ず
来
地
中
内

サ
ト 

(
叩
歳
)

大
字
三
様
字
日
浦
星
越
マ
キ
ノ
(
幻
歳
)

史 美 史 輝 人

宇
久
保
田
恵
美
子

」

容

J

長
男

大

字

久

国

黒

田

賦 治
/
長
女

浩
子
」
夏

大
字
沼
江

山

口

字
黒
岩 

利
江

」

悟

坪 丸
内 田

二
男

J

良
次

啓
子

」

浩
長
男

J

争
お
く
や
み
申
し
ま
す

憲
作

優
子
」
直

長
男

J

大
字
坂
本
亀
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秋は，家族団らんや友人・知人を招いての軟祭

りなども盛んで，毎日の食卓をにぎわしてくれる

楽しい季節です。日ごろは，岳日生活の中でいか

に手按きをうまくやって家事を行っていくかを考

えガちですガ，秋祭り，行楽などの機会には，貯

えだ腕を発揮してみましよう。

、、すだち・ゆず・ゆこう"等の天然酢をふんぜん

に使つだ魚寿し，勝浦で育名になった四季の華，

紅葉，花等を添えたり， 裏庭の青々としだ葉らん

を器に敏いてはいかガでしょう。

主婦の戸イデ戸は食卓殉果演出には最高です。

L ノ ホ山林所得税砂

林家が� 5年を越え所有している山林(立

木)を伐採したり 、譲渡したり して利益を

得たときに、山林所得として課税されます。

林地を売り払ったときは、譲渡所得となり 、� 

5年以下の所有山林の場合は、雑所得とな

ります。

山林所得は、山林所得を得るまでに長い

年月を必要とし、その所得は伐採 した年に

一時に実現されますので、その特殊性が配

慮、されます。

なお、詳しいことは、徳島農林事務所林

務課� (ft5 2 -1 1 5 1)までお問い合わせ

くださ� h 弊鮭� 
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